
第
六
十
八
条
の
十
六
第
一
項
の
表
の
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
、同
表
の
第
四
号
を
同
表
の
第
一
号
と
し
、

同
表
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

政
令
で
定

め
る
海
上
運

送
業
を
営
む

連
結
法
人

イ

特
定
船
舶
（
当
該
事
業
の
経
営
の
合
理
化
及
び
環
境

へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め

る
船
舶
を
い
う
。
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち

当
該
連
結
法
人
の
海
上
運
送
法
第
三
十
九
条
の
十
四
に

規
定
す
る
認
定
先
進
船
舶
導
入
等
計
画（
先
進
船
舶（
同

法
第
三
十
九
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
先
進
船
舶
を

い
う
。
イ
に
お
い
て
同
じ
。）の
導
入
に
関
す
る
も
の
に

限
る
。）に
記
載
さ
れ
た
先
進
船
舶
（
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
船

舶
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て「
特
定
先
進
船
舶
」と
い
う
。）

に
該
当
す
る
外
航
船
舶
（
本
邦
と
外
国
と
の
間
又
は
外

国
と
外
国
と
の
間
を
往
来
す
る
船
舶
を
い
う
。
ロ
及
び

ハ
に
お
い
て
同
じ
。）

百
分
の
十
八（
日
本
船
舶（
船

舶
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日

本
船
舶
を
い
う
。
ロ
に
お
い

て
同
じ
。）に
該
当
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、百
分
の
二
十
）

ロ

特
定
船
舶
の
う
ち
、
特
定
先
進
船
舶
に
該
当
す
る
外

航
船
舶
以
外
の
外
航
船
舶

百
分
の
十
五
（
日
本
船
舶
に

該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
百
分
の
十
七
）

ハ

特
定
船
舶
の
う
ち
、
外
航
船
舶
以
外
の
船
舶

百
分
の
十
六
（
環
境
へ
の
負

荷
の
低
減
に
著
し
く
資
す
る

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
百
分
の

十
八
）

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

第
六
十
八
条
の
九
第
十
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
三
項
」
を

「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
第
二
項
中
「
前
条
第
八
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
八
項
第
六
号
」
に
、「
同
項
第
五
号
の
二
」
を

「
同
項
第
七
号
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同

条
第
八
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「（
連
結
親
法
人
」

を「（
政
令
で
定
め
る
中
小
企
業
者
に
該
当
す
る
連
結
法
人
を
い
う
。）で
あ
る
も
の
（
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
七

号
に
規
定
す
る
適
用
除
外
事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は
連
結
親
法
人
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項

第
七
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
九
号
」
に
改
め
、「
を
含
む
。）」
を
削
り
、「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に

改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
三
第
一
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
四
第
三
項
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
七
号
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
八
号
」

に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
四
の
二
第
七
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
四
の
三
第
一
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」

に
、「
百
億
円
」
を
「
八
十
億
円
」
に
、「
の
百
分
の
四
十
（
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
構
築
物
に
つ
い
て
は
、

百
分
の
二
十
）
に
相
当
す
る
」
を
「
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
減
価
償
却
資
産
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

機
械
及
び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品

百
分
の
四
十
（
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
で
、
平
成
三

十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律

第
十
三
条
第
四
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
特

定
連
結
親
法
人
」
又
は
「
特
定
連
結
子
法
人
」
と
い
う
。）が
そ
の
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
（
地
域
の
成
長
発

展
の
基
盤
強
化
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
用
に

供
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
五
十
）

二

建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
構
築
物

百
分
の
二
十

第
六
十
八
条
の
十
八
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
」
を「
第
六
十
八
条
の
十
一
第
一
項
」に
、「
同

項
第
五
号
の
二
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
七
号
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」
を
「
第
四
十

二
条
の
四
第
八
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
九
第
一
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
四
の
三
第
二
項
中
「
の
百
分
の
四
（
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
構
築
物
に
つ
い
て
は
、

百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
」
を
「
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
減
価
償
却
資
産
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
計
算
し
た
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

機
械
及
び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品

百
分
の
四
（
特
定
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
特
定
連
結
子
法
人
が
そ

の
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
用
に
供
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
五
）

二

建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
構
築
物

百
分
の
二

第
六
十
八
条
の
十
四
の
三
第
七
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
五
第
七
項
、
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
十
項
及
び
第
六
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
項
中
「
第

三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
五
の
四
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
」
を
「
も
の
の
う
ち
、
第
六
十
八
条
の

十
一
第
一
項
」
に
改
め
、「
中
小
連
結
法
人
」
の
下
に「（
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
七
号
に
規
定
す
る
適
用
除
外
事

業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一

日
」
に
、「
経
営
改
善
指
導
助
言
書
類
に
」
を
「
経
営
改
善
指
導
助
言
書
類
（
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
等
が
そ
の

資
産
の
取
得
に
係
る
計
画
の
実
施
そ
の
他
の
取
組
が
特
定
中
小
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
特
定
中
小
連
結
子
法
人
の
経

営
の
改
善
に
特
に
資
す
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
確
認
を
し
た
旨
の
記
載
が
あ
る
も
の
に

限
る
。）に
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
五
の
五
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
一
第
一
項
」

に
改
め
、「
中
小
連
結
法
人
（
」
の
下
に
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
七
号
に
規
定
す
る
適
用
除
外
事
業
者
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。）、」を
加
え
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
九
号
」
に

改
め
、「
を
含
む
。）」
を
削
り
、「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」に
、「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
三
項
」に
、「
第
十
四
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
五
の
六
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
六

号
」
に
、「
同
項
第
五
号
の
二
」
を
「
同
項
第
七
号
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の

四
第
八
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
四
条

第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
条
第
十
項
」
を
「
第
二
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、同
条
第
七
項
中「
第

三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
七
項
中
「
第
三
項
、
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
五
の
八
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
三
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
四
項
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
六
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を

削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
十

七
号
の
二
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九

第
八
項
第
六
号
」
に
、「
同
項
第
五
号
の
二
」
を
「
同
項
第
七
号
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」
を
「
第

四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
九
号
」
に
、「
第
四
号
、
第
十
号
又
は
第
十
七
号
の
二
」
を
「
第
九
号
又
は
第
十
七
号
」
に

改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
二
十
か
ら
第
六
十
八
条
の
二
十
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
定
事
業
継
続
力
強
化
設
備
等
の
特
別
償
却
）

第
六
十
八
条
の
二
十

連
結
親
法
人
又
は
当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
に
あ
る
連
結
子
法
人
で
、

第
六
十
八
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
連
結
法
人
（
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
七
号
に
規
定
す
る
適
用

除
外
事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
連
結
法
人
で
あ
る
も

の
の
う
ち
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
二
条
第
一
項
の
認
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い




		2019-03-29T18:11:36+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




